
［研究方法］
１．対 象
大阪教育大学附属特別支援学校中学部美術科の授業（生徒９名）

２．内 容
対話型鑑賞を全４回実施／鑑賞作品は３作品

３．手続き  
１）対話型鑑賞における生徒の発言の分類
逐語禄を作成し、花田（2023）が示す「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の３観点を基に定義した対話型鑑賞（表１）での
生徒の発言の定義に従って、対話型鑑賞における生徒の発言を４つに分類した（図１）。

２）対話型鑑賞における「深い学びの発言」の現状分析
逐語禄を基に、対話型鑑賞全４回における①生徒の発言数と生徒以外の発言数、深い学びの発言数の割合の比較、②生徒の全発言数に
おける深い学びの発言数の割合、③深い学びの発言をしている生徒ごとの発言数の割合、④生徒ごとの４分類での発言数を分析した。
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［目的］知的障害特別支援学校における「主体的・対話的で深い学び」に基づく鑑賞の授業モデルの検討

［結 果］  
１．対話型鑑賞における生徒の発言の分類
対話型鑑賞全４回における生徒の発言を分類すると、対話型鑑賞での生徒の発言では、「主体的な学びの発言」と「対話的な学びの発

言」で全体の発言数の60%以上を占めていた。ただし、１回目の鑑賞では「対話的な学びの発言」が全体の発言数の55％であるとともに、
「深い学びの発言」が全体の発言数の35％と他と比べて割合が高い結果となった（図２）。

   ２．対話型鑑賞における「深い学びの発言」の現状分析
①対話型鑑賞全４回における全ての発言数に対する生徒の発言と生徒以外の発言、生徒の深い学びの発言の割合を比較すると、１回目
のみが生徒の発言数が生徒以外の発言数を上回り、深い学びの発言が全発言数において17％を占める結果となった（図３）。

②対話型鑑賞全４回における生徒の全発言数の深い学びの発言数の割合は、生徒の発言数が生徒以外の発言数を上回った１回目の割合が
他と比べて高くなっていた（図４）。

③実施した４回の対話型鑑賞における深い学びの発言者を分析すると、特定の生徒が深い学びの発言をしていることと、深い学びの発言
がなかった生徒が２名いた（図５）。

④実施した４回の対話型鑑賞においての生徒ごとの発言を４つに分類すると、生徒の多くは「対話的な学びの発言」が一番多かった。
４回の実施で「深い学びの発言」が一番多かった１回目では、s２は「対話的な学びの発言」数より「深い学びの発言」数が多かった。

 

［考 察］
①対話型鑑賞が生徒同士や教師との対話を促進し、生徒全員が鑑賞作品について発言するようになった。
②生徒の発言数が多いほど、深い学びの発言も増加する傾向が見られ、発言を促す環境作りが深い学びに繋がることがわかった。
③深い学びの発言が特定の生徒に偏る傾向があった。
→対話型鑑賞の授業モデルにおいて、発言を促す環境作りや、生徒以外の関与者の適切な配置が重要であることが示唆される。
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図１ 対話型鑑賞における生徒の発言の４分類（花田，2024）

表１ 対話型鑑賞における「主体的・対話的で深い学び」の発言の定義（花田，2023）

図２ 対話型鑑賞全４回における
生徒の発言分類ごとの割合

図３ 生徒／生徒以外の発言数と
生徒の深い学びの発言数の割合

図４ 生徒の全発言数における
深い学びの発言数の割合

図５ 深い学びの発言者ごとの
発言数の割合（ｎ＝82）
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